
歴史文化、まち歩きの魅力発信

「諏訪絵双六」作成へ
‾で芸謂遍

諏
訪
の
歴
史
文
化
、
ま
ち
歩
き
の
魅
力
を
伝
え
る
「
諏
訪
今
昔
絵
発
」
（
踪
）
の
作
成
に
向
け
た
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
哲
、
雲
市
駅
前
交
流
テ
ラ
ス
す
わ
っ
チ
ャ
オ
で
あ
っ
た
。
創
価
大
学
（
雲
都
）
と
雷
学
院
大
学
（
兵
庫
県
）

の
茎
が
、
地
域
住
民
と
男
し
て
新
た
な
つ
な
が
。
、
気
付
き
を
広
げ
、
地
域
葉
に
つ
な
げ
た
い
考
え
。
今
冬
に
女
子
学

生
が
見
学
し
た
諏
訪
湖
で
の
驚
凝
り
観
察
な
ど
を
掲
載
し
、
来
年
1
月
の
完
成
披
露
を
目
撃
　
　
（
出
若
美
）

大
学
生
ら
と
住
民
が
協
力

キ
ッ
ク
オ
フ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

マ
ス
に
載
せ
る
情
報
は
、
同
市

の
J
R
上
諏
訪
駅
周
辺
が
中
心
。

諏
訪
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

歴
史
文
化
を
掘
り
起
こ
し
、
観
光
、

食
、
イ
ベ
ン
ト
、
豆
知
識
な
ど
を
合

わ
せ
て
記
録
す
る
。
作
成
を
通
し

て
、
地
域
住
民
の
新
た
な
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
狙
い
も
あ
る
。

以
前
か
ら
創
価
大
と
交
流
の
あ

っ
た
八
剣
神
社
（
同
市
）
の
宮
坂

清
宮
司
が
表
祇
の
文
字
を
担
当
す

る
。
地
元
ラ
ー
メ
ン
チ
ェ
ー
ン
店

み
ん
な
の
テ
ン
ホ
ウ
の
キ
ャ
ラ
ク

遺
跡
、
高
島
城
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
カ
フ
ェ
、
諏
訪
湖
の
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。
若

い
世
代
に
向
け
て
Q
R
コ
ー
ド
を

活
用
し
、
映
像
や
音
を
取
り
入
れ

る
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
も
あ
っ
た
。

計
画
で
は
英
語
版
も
含
め
て
l

万
部
作
成
を
目
指
し
、
無
料
配
布

す
る
。
来
春
に
は
絵
す
ご
ろ
く
を

使
っ
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
す
る
予
定
。

タ
ー
「
て
ん
つ
る
く
ん
」
を
採
用

す
る
な
ど
、
観
光
客
だ
け
で
な
く

地
域
の
幅
広
い
世
代
が
手
に
す
る

す
ご
ろ
く
に
し
て
い
く
。

創
価
大
の
西
川
ハ
ン
ナ
准
教
授

＝
諏
訪
市
出
身
＝
は
「
地
元
の
人

が
諏
訪
の
良
さ
を
再
確
認
で
き
る

絵
す
ご
ろ
く
と
な
り
、
観
光
客
に

も
発
信
で
き
れ
ば
」
。
関
西
学
院
大

の
安
藤
幸
准
教
授
は
「
地
域
の
活

動
、
交
流
に
学
生
が
興
味
を
抱
い

て
い
る
。
ま
ち
歩
き
が
で
き
る
楽

し
い
も
の
に
し
た
い
」
と
話
し
た
。

「
諏
訪
今
昔
絵
璽
ハ
」
の
作
成
に
向
け
て

開
か
れ
た
キ
ッ
ク
オ
フ
三
上
丁
イ
ン
グ

初
会
合
で
は
、
女
子
学
生
、
シ

ニ
ア
大
学
の
卒
業
生
、
大
昔
調
査

会
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
関
係

者
、
地
元
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
ら
計
1
5
人
が
、
オ
ン
ラ
イ

ン
も
活
用
し
て
参
加
し
た
。
掲
載

情
報
と
し
て
、
諏
訪
湖
底
の
曽
根


